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○世界最高水準の省エネ製品・サービスの開発・実用化

○従業員に対する啓発・消費者に対する情報提供等の推進

国内
対策
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○民間ベースの国際的な連携活動の強化

○意欲ある途上国への国際ルールに基づく技術・ノウハウの移転

企業活動企業活動

産業部門 業務部門 運輸部門

○利用可能な世界最高水準の低炭素技術の最大限の導入など

を前提とした削減目標の設定
＊目標水準の妥当性を自ら説明

目標達成の確実性を担保する手段の検討

消費者等との連携の強化消費者等との連携の強化
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革新的
技術
開発

○低炭素社会の実現に向けた、業種別の中長期の技術開発

ロードマップの作成および推進
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